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第 2章では、太陽光を利用できる新規光触媒 P/Ag/Ag2O/Ag3PO4/TiO2の開発を試みた。まず TiO2 、
Ag/ Ag2O / TiO2 と P/Ag/Ag2O/Ag3PO4/TiO2をゾル-ゲル法で合成し、太陽光に対する光活性はローダミ






LED 照射条件におけるがん細胞（Hela)に対する殺傷効果を検討し、105個の Hela 細胞のうち 40 分間
で 70%が死滅し、その有効性を明らかにした。 
著者は第 3 章で、第 2 章で開発した TiO2とリン酸銀を含む P/Ag/Ag2O/Ag3PO4/TiO2材料を Bi2WO6
に変換し、二段水熱法を用いて、Ag/Ag2O/BiPO4/Bi2WO6新材料の合成を試みた。高い光活性を求め、水






























 平成 29年 1月 27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
